
的構造（I)

一一ジョクジャカルタ特別区の事例に即して一一

ワヤ中部ジ農業問題の

良啓納加

た地域外への労働力移動といった要因もまた，階

層分イじの諸契機をなす。これらの要因は，地域や

その村をとりまく条件しだいでは，土地の所有と

経営という狭義の農業内的要因にまさるとも劣ら

ぬ重要性をもっ場合がありうる。

本稿がとりあげるジョクジャカノレタ特別区（Da-

erah Istimewa Yogyakarta）農村の事例は，階層分

化がこうした諸要因と深くからみ合いながら進展

してきた典型的ケースをなしているように思われ

る。そこでは，耕地に対する強い人口圧力のため

に，土地所有，経営の階層分化はやはり明瞭に認

められるものの，個々の例外は別として全般に，

それじたいとしてとくに言うに足りるほどの地

主・富農経営（注目は成立せず，むしろ非農業部門

への拡大，地域外への労働力流出といった契機に

よる階層分化の進展が特徴的である。

問題の所在

地域の概況

土地所有の構造（以上，本号〕

就業構造と労働力移動

結論にかえて（以上，次号）

問題の所在

I

E

E

W

V

 

「農業のインかつてクリフォード・ギアツは，

およびボリューション」（agriculturalinvolution) 

poverty）というごつの概(shared 「貧困の共有」

格を特徴づけた惟1)。これに対して筆者は，筆者

自身の農村調査経験や最近の研究動向を踏まえ

て，現状分析の次元でも歴史研究の次元でも，動

態変化，農民の階層分化に着目した研究視座の変

換が求められていることを，若干の近作において

指摘した位2)0 この場合，筆者がとりあえず最も

力点を置き，また階層分化の最も基本的な契機と

して強調したのは，もっぱら，土地所有・経営規

模の分化という事態であった。

しかし，土地所有・経営すなわち農業経営規模

の分化という現象は，ジャワ農村における階層分

化の最も重要な契機およびその指標ではあるが，

けっしてその全てを尽くすものではない。非耕地

部分における農業的収益（とくに宅地 pekarangan

からの農業収入〉，地域内の非農業的経済諸部門で

の就業（兼業を含む〉，新たな就業・所得機会を求め

ジャワの農村経済（史〉の基本的性念を用いて，

とくに耕地の所有と経営

を他の諾要因から切り離してそれだけを観察する

一般的には，下方分解的な様相が濃厚である

ことは否めない。そのかぎりでは，零細保有農民，

土地なし農民の滞留を可能ならしめる，就業機会

の拡散および所得再配分の諸関係が，今日なおか

なり広範に認められる。

このため，農業部門，

と，

「インボリューション」

とか「貧困の共有」といった所見は，

構造分析を媒介せず，階層分化の現実を過小評価

トータlレな

した印象批評にとどまっていると筆者には思われ
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るが，ともかくもこのような所見が一見妥当する

かに見える根拠は，こうした農村経済のあり方そ

れじたいのうちにあると想定される。

このような状況は，おそらく，少なくとも北海

岸の一部を除く中部ジャワ，およびソロ川（Benga・

wan Solo），プランタス川（KaliBrantas）流域に属

する東部ジャワの西部一帯のかなりの部分，すな

わち，ほぼギアツの言う「クジャウェン」地帯の

各地で，多かれ少かれ見いだされる。ジョクジャ

カルタ特別区のケースはその典型をなす，と見て

さしっかえあるまい。

このような状況における，農村階層分化の，固

有の，言わば類型的な発現形態を，かりに「農業

問題の中部ジャワ的構造」と呼んでおくことにす

る岨4〕。その骨格を，典型としてのジョクジャカ

ルタ特別区の事例に即して素描することが本稿の

課題である。その場合，目標としてとくに意識さ

れているのは，一方では，土地所有を蝶介としつ

つも基本的には非農業的な方向へと上昇の経路を

求めつつある上向富裕層の検出であり，他方では，

その対極にあって，かかる構造のなかで持続的に

再生産されるとともに一定の変動過程を経験しつ

つある，最底辺の農村低所得層の存在形態の解明

である。

このような研究目標は，最終的には，インテン

シプな個別的実態調査の積み重ねとその分析結果

の総合によってしか達成されえない，と筆者は考

える。残念ながら，現段階においては，個別研究

の蓄積は，量的にも質的にも，このような総合を

可能にするだけの水準に達していない。したがっ

て，当面本稿が目ざすものは，このような目標を

見据えつつも，ひとまず問題の輪郭を明らかにす

るための予備的考察にほかならない。このために

本稿で用いられる資料はマクロ （ジャワまたは

農業問題の中部ジャワ的構造

ゾョクジャカルタ特別区の全体〕， ミクロ（ジョクジャ

カyレタ特別区内の特定地域または村落）の両レベルに

おける，既存の若干の統計類または調査報告等で

ある。ここでは，これら既存資料による， 「農業

問題の中部ジャワ的構造lの類型的特質の素描が

課題なのであるが，この作業を前提として，筆者

が1977年にジョクジャカルタ特別区パントウノレ県

の一村落で実施した，よりインテンシプな個別的

実態調査の成果にもとづくモノグラフの作成を，

次の課題として予定していることを付言する。

（注1) Geertz, Clifford, Agricultural I舟volu-

tion : The Processes of &ological Change in 

Indonesia, Berkeley, University of California Press, 

1963. 

（注2) 加納「ジャワ袋村調査ノート一一目的と方

法一一一」（『アジア経済』 第19巻4号 1978年4月）。

向『パグヲラ y一一東部ジャワ農村の富と貧困』アジア

経済研究所 1979年。同「ジャリ農村経済史研究の視

間変換一一一“インポリューション”テーゼの批判的検

討一一」（『アジア経済』 第20巻2号 1979年2月）。

〔注3) 相出な規模の土地を集積した地主・富農経

営の東部ジャワにおける実例については，たとえば，

.bll納『パグラヲン』とりわけ85～92ベージ，を参照。

〔注4) ここで「中部ジャワ的」という言い方をす

るのは，そうした構造が中部ジャワでもっとも広範か

っ典型的に見いだされるとい号理由からであり，商部

ジャワや東部ジャワにも同様の状況に置かれた地域や

村落が存在する可能性や，同じ中部ジャワでも異質な

構造をもっ地域や村洛が存在する伺I能性を排除するも

のでは決してない。なお，地理的，行政的な意味で本稿

で「中部ジャワjという場合には，中ジャワ外・J(Propinsi

Jawa Tengah）とジョクジャカルタ特別区の双方を含

むものとする。

II 地域の概況

1. 地理と人口

ジョクジャカノレタ特別区は，ジャワ島中央部の

南海岸に位置する，州・(propinsi）と同格の l級行

政区（DaerahTingkat I ）である。第1図に見る

3 



第1関ジョクゾャカ Iレタ特別区概念図

N
4十
l
s

Cilacap, 、、
Bandung 

ように，同特別区の領域〈面積3170平方キロメート

ル〉は，あたかも，北方に頭をもたげ東西に両翼

をそばだたせてたたずむ鷲のような形状を呈して

いる。この鷲の頭の頂きにあたるところには，端

正なコニーデ型活火山のムラピ山（GunungMe・ 

rapi）があり，岡山の南麓をはさむように．西方に

フ．ロゴJI((Kali Progo），東方にオパック川（Kali

Opak）の2本の河川が，幾筋かの支流を合わせな

がら南流し，インド洋に注いでいる。この両河川

にはさまれた一帯は，ムラピ山直下の山岳地帯を

除き，起伏の少ない緩傾斜の平原をなし，最も人

口調密な稲作農業地帯を形成している。

東西の鷲の翼に相当する地域，すなわちオパッ

ク川以東の地域とヅロゴ川以西の地域は，西部イ

ンド洋沿いの帯状の平地を除き，おおむね海抜100

～500メートルの，石灰岩質で地形複雑な丘陵地

帯から成っている。これらの地域は農業用水の使

が悪く，主に畑作農業に依存する「欠乏地帯J

4 

－〆ヨ7〆刊1げ市雄

一明司ー州（特別区）境
一ー一一県 境

0 県庁所有地

⑧カ 1／・ロロ村（仮称）
⑤ス IJハルドノ村（サワハン区）

/ Surakarta, ⑩スリハルショ村（ミリ区）
Surabaya 

＝－＝酒店鉄道（幹線）

＃刊叫＋鉄道（支線）

＝主要道路

lOOm 

(daerah minus）としてとり残されている。

行政的には，特別区は五つの2級行政区（Daerah

Tingkat II），すなわち， 'Yョクジャカルタ市

(Kotamadya Y ogyakarta），パントウル県（Kabu抑ten

Bantul），スレマン県（K. Sleman），グヌン・キド

ウfレ県（K.Gunung Kidul），クロン・プロゴ県（K.

Kulon Progo）の1市4県から成る。パントウル

県は中央南部の平原部，スレマン県は中央北部の

ムラピ南麓に位置し，ともに謹概の便に恵まれた

肥沃な農業地帯をなしているのに対して，グヌン・

キドゥル県とクロン・プロゴ県は，域内に上述の

石灰岩丘陵地帯を抱えている。

ジョクジャカルタ特別区（旧スルタン侠領）は，

東に隣接する旧スラカルタ・ススプナン侯領地域

とともに，いわゆるクジャウェン（Kejawen，ジャ

ワのなかのジャワ〉地帯の催日そのまた中核地域を

構成し，全体に人口調密なジャワ島のなかでも最

も農村人口密度の高い地帯に属している（第1表〉。



袋業問題の中部ジャワ的構造

第1褒ジャワの

一日一一一← 町一一下一面一一一指寸一蔀市天肩
州／特別区 I <1，蜘凶器） I (1,000人）

I A I B 

ジャカノレタ I 0.59 I 
西 ジャワ｜ 46.30 I 

ジョクジャカルタ I 3.17 I 
中ジャワ｜ 34.21 I 
東ジャワ｜ 47.92 I 

二三二二」て亙］－＿！＿3割

。 4,546 7,705 100.0 

LS,938 21,621 467 12‘4 

2,082 2,489 785 16.3 

[9,520 21，邸5 639 10.7 

n,s14 25,508 532 14.5 

人口（1)(1971年〉

農村人口｜総人口
(1，αm人） I (1,000人）
C I D 

人口密度 i都市人口比
！（%） 

D/A j B/D×100 

d
官
官
叫。bpo 

札 029i po nd rD 18.0 

（出所） Sensus Penduduk 1971 (Seri E No.的～13),Biro Pusat Statistik, Jakarta, 1974のデータより作成。

第2表ジャワの人口（2)

1961年 1971年 1976年 年平均糟加率（%）
州／特別区 (1,000人） (1,000人） (1，（削人）

ジ ヤ カ yレ タ 2,907 i 4,546 4,919 4.6 1.6 

商 ン ヤ ワ 17,615 21,621 23,5部 2.1 1.7 

ジョクジャカ／レタ 2,241 2,489 2,627 1.1 1.1 

中 ジ ヤ ワ 18,407 21,865 23，回2 1.7 1.5 

東 ジ ヤ ワ 21,823 25,5佃 26,997 1.6 1.1 

ー一一計一一 62,993 I 76，四9 I 81,652 I 1.9 I 1.4 

（出所） 1961年： WidjojoNitisastro, Population Trends in Indonesia, Cornell University Press, Ithaca and 
Lodon, 1970, Appendix 1. 

1971年： SensusPenduduk 1971 (Seri E No.伺～13),Biro Pusat Statistik, Jakarta, 1974のデータより作

成。
1976年： PendudukJawa Madura: Hasil Registrasi Penduduk Pertengah仰 Tahun1976, Biro Pusat 
Statistik, Jakarta, 1977. 

ffi 3表 ジョクジャカノレタ特別区の市・県別・性別人口（1976年〉

県 ｜ーヂf-TTc~！－：－； j リA
一B

面積
(km3) 

D 

人口密度

C 
D 

ジョクジャ

パント

スレマ

グヌン・キ

クロン・フ。

言1・

'11レタ市 180,200 181,220 361,4加 0.994 31.8 11,365 

7 Fレ県 291,432 310,716 602,148 0.938 426.7 1,411 

ン県 3仰，092 318,499 618,591 0.942 524.6 1,179 

ごゥ1レ県 319,013 333,609 652,622 0.956 1,632.5 400 

ロゴ県 189,979 201,956 391,935 0.941 577.6 679 

｜ 1，肌η6I 1,a払側｜ 山 6,716 1 oム1Jsムム1 823 

（出所〉 Penduduk Jawa Madura: Hasil Registrasi Penduduk Pertengahan Tahun 1976, Biro Pusat 

Statistik, Jakarta, 1977, p. 6のデータより作成。

ラ



一
長
一
一

一
成
寸
｜
「

〉
一
均
一

2
↑

格
一
平
一
川
一

価
一
年
一
剛
一

一一

引
一
成
一
加
一
お
O
U
3
4
M
1
一
一
M

－

rr
苧

f

－

－

t
－

m
一

構

一

四

一

一

4

一

産
一

B
寸

J
I
l
l
l
i
l
i－
－
－
ー
一

生
一
門
一
一
3
3
6
9
0』

ρ
∞
伺
一

櫛
一
部
一
町
一
一
叩
札
仏
比
＆
3
4
1
一
口
一

l
H
V

’
－
一
p
h日
目

白

｝

F
B
a
E

咽

一

ゆ

一

日

一

一

4

一

駆
一
則
一
｜
一
川
引
引
利
一
川
一

舛

一

一

抑

去

を

2

M

L

一

問

一

川
下
ト
1

1

1

1

1

1

1

一｜一

J
U

一

一

業

業

業

業

信

ス

一

一

ゾ

一

円

一

イ

万

一

匡

サ

一

ピ

一

知

造

設

J
tゆ
一

輸
業
一
…
一

部

農
鉱
製
建
還
商

38.6 
0.2 
8.4 
4.。

5.3 
1.3 
-12.6 
15.2 

11.9 
2.3 
- 3.7 
16.1 

19.6 
8.9 

2
3

∞
 

ロ
u

。。唱
i

aaτ 

17.4 
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5.8 9.2 

（出所〉 Hill, Hal & Mubyarto，“Economic Change in Yogyakarta 1970-76，＇’ Bulletinザ Indonesian
Economic Studies, Vol. XIV, No. 1, Mar. 1978, p. 30, Table 1より作成。

しかし，近年の年平均人口増加率は，他地域に比

ベてきわ立って低い（第2表〉。

次に，1976年度半ばの住民登録集計値によって，

特別区内1市4県の人口状態を見れば第3表のご

とくである。農村部（県部〉では，パントウル県つ

いでスレマン県の人口密度がきわめて高い（向

じ年のジャワ全体の平均人口密度は1平方キロメート

ルあたり618名〕。また性別比は， l市4県のいずれ

も女子が男子をうわまわっているが，とくに農村

部におけるアンバランスが目立つ。これは，男子

労働力の農村からの域外流出の事実を暗示してい

る。

2. 経済全般

第4表は， 1969,72, 75各年のジョクジャカノレ

タ特別区の国内純生産の部門別内訳と成長率を示

したものである。 1969年， 1972年aと1972年b,

1975年とはそれぞれもとの出所が異なるため，同

じ年を扱いながら1972年aと1972年bとでは数値

に若干の食い違いが見られる。しかし，部門別比

率の変化の一般的傾向はこの表から十分に読みと

れる。他方第5表は， 1972,75年のインドネシア

全体の国内総生産の部門別内訳と成長率を示し

たものである。二つの表を比較することによっ

6 

第5表インドネシアの国内総生産（GDP)

(1972～75年， 73年固定価格）

｜部門別構成比（%）｜

部門い972 L_1~だ－｜中2
一一
漁 40.9 37.2 

11.1 10.9 

護 9.3 11.1 
3.7 4.7 

－通 信 3.8 4.0 
のpサービス 31.3 32.1 

100 100 

農
鉱
製
建

書業・輸

林 4.6 
7.1 
14.6 
17.2 

9.8 
8.8 

GDP(lO億yレピア） ｜ふ汁7ー ［ 
（出所） Statistik Indonesia l虫76, Biro Pusat 
S匂tistik,Ja】carta,1977のデータより作成。

て，ジョクジャカyレタ特別区の経済構造と最近に

おけるその変化の方向の特徴を検出することがで

きる。

経済全般の成長率には両者聞に大差はない。し

かし部門別にみるといくつかの著しい差異が認め

られる。まず，近年のインドネシア全体の経済成

長の主導部門のひとつをなしてきた石油非鉄金属

等の鉱業が，ジョクジャカyレタにはほとんど存在

しない。しかし，それにもまして印象づけられる

のは，インドネシア全体では近年製造業部門の成

長が著しし 75年までには GDPの10%を越える

に至ったのに対して，ジョクジャカノレタでは逆に
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第7表 ジャワにおける内国資本投資認可額累計

(1967年～75年10月〉

｜ ｜ 町｜住民ひと
｜認可額累計《「人 口し｜りあたり

地域｜ ｜ I (1(）（）万ドル）boo万人）｜投資額
！ ！ ！ （ドノレ）

ジャカルタ特別区 I 1,os4.9 I 4.5 I 241 

西ジャワ州 1 990.5 i 21.6 I 46 
中ジャワ州ートジョ ｜ ｜ ｜ 
クジャ特別区 I 255.s I 24.4 I 10 
東ジャワ外｜！ 必9.4 I 25.5 I 1s 

三一I・ -]  2，…パ… 1··~37
（注・出所〕 (1) 『アジア動向年報1976』 アジア経

済研究所 1976年 496ページ。
(2) Sensus Penduduk 1971 (Seri E No. 12, 
Penduduk D. I. Jogya】carta), Biro Pusat 
Statistik, Jakarta, 1974, p. 2'J:1. 

操業問題の中部ジャワ的構造

製造業の減退がはなはだしく， 69年には20%を越

えていた地域内NDP比率が75年には10%以下に

まで落ちこんでしまったことである。なぜこのよ

うなことになったかの詳しい説明は本稿の課題の

範囲外であるが， 1967年の外資導入法（1967年法律

第1号）制定以降の製造業投資が外国資本，内国

資本ともにジャカルタと西ジャワに集中し，東ジ

ャワ，中ジャワ，そしてとくにジョクジャカyレタ

では新規投資がわずかしかおこなわれなかったこ

と（第6, 7表），また他地域の資本集約的な新設

企業や輸入商品との競争に地場の在来企業が敗退

していったことがもっとも基本的な理由としてあ

げられるであろう。

製造業の急速な後退をカパーし，全体経済の成

長をまがりなりにも可能にしたのは，第1に農業

生産の比較的順調な伸びであり，第2には商業そ

の他サーピス部門およびこれと関連する運輸・通

信部門，建設業の急速な成長であった。後述する

ように，後者のもっとも基本的な原動力となった

のは，観光産業の伸びであったと見られる。

次に， 1971年人口センサスによって，市県}JIJ,

部門別の就業人口を見ておこう（第8表）。ここで注

目されるのは，まず，人口調密で農業生産カの高

いパントゥル，スレマンの中央部2県よりも，畑作

第8表市・県別，部門別就業人口；構成〔1971年〕（単位： 1000人，カッコ内%〉

部 門 戸ヨジ品戸ントみIA－ι：ぷ！グヌ計二F石エロム1 計
重造量 l 1~~1~~ I 1~~~お I 11~~t~~ I 2引9g~ I ~r ~~~j I fr: ~f~j 
商業 I 31(29) I 37(15) I 38(11) I 9( 3) I c ) I c 
建設 I 3 C 3) I 5 C 2) I s C 3) I 1 C o) I 2 c 1) I 1s c 2) 

葬政輸二警ス言 I 4I~3~~ I ぷ3I 2ic1g? I 1~~ ~~ I I 
そ政の 他 l 6 c (ij I 1 ~ 2) ¥ ~ ~ 1) I 3 c t~ I ~ ~ ~? I 1~i ?gj 

五 「τ一一）］－ 25~示∞）｜ゴム~OO)Iー…00)つ云(1雨丁工函~ムγ
（出所） Sensus Penduduk 1971 (Seri E No目 12,Penduduk D. I. J ogyakarta), Biro Pusat S包tistik,Jakarta, 
1974, p. 227. 
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中心で農業生産カが低く人口密度も低いグヌン・

キドゥル県の方がはるかに高い農業従事者比率を

示していることである。逆に言えば，前 2県で

は，農村地帯であるにもかかわらず，大量の非農

業部門従事者が存在する。このことは，クロン・

プロゴ県についてもほぼ同様に妥当する。次に，

これに関連しでもうひとつ注目されるのは，非農

業部門内部の従事者比率を見ると，ジョクジャカ

Jレタ市よりも，上記の農村部3県の方がかえって

製造業従事者比率が高いという事実である。これ

は，後に明らかにするような，農村家内工業の広

範な展開を間接的に示すものと言える。これに対

して，ジョクジャカノレタ市の場合には，商業・サ

ーピス部門の従事者比率が圧倒的に高い。消費都

市（行政，教育，観光の中心〕としての性格を物語

っている。

次に上記の数値を同じ年のジャワの他の地域の

それと比較してみよう（第9表〕。顕著な事実が明

らかになる。近年における製造業の地位の低下に

もかかわらず，ジョクゾャカルタ特別区の製造業

従事者比率は，ジャカ／レタも含めて他のどの地域

よりも高い。しかもその多くが農村部居住者から

成るということは，この地域の農業問題の構造を

明らかにする場合無視しえない意味をもつであろ

フ。

3. 農業

C・ギアツによれば， 「クグャウェン」地帯の

農業生産様式の顕著な特質は，火山麓の肥沃な土

壌と河川濯j慨を利用して精微に発達した，高度に

労働集約的な水田稲作（sawah）と，それにもとづ

く大きな人口収容力に求められる。この特徴づけ

は，ジョクジャカノレタ地域の農業生産および農村

第9表州j}lj，部門別就業人口構成（1971年）（単位： 1(削人，カッコ内%）

ジャ長五~fv －；；－下中V ャグ｜ジ3~~；＼，~云万五一｜ 計部門｜

5遺言
運行そ政輸サのー・通ビス信等他

計

3i~~考；
138(10) 
457(34) 
180(13) 

3,88 
442 
812 
152 

189 
693 
52 

5，α拠＇！日1il 6,5（泊（耐6) 
818 163 541 2，倒1
1,010 131 l，伺9 3,360 
122 18 114 4錨

~1g~ r~i~ !~ 1~f ~1~~ iSVi~ 2.rJ~1i~ 
1,2剖

1,351 (1倒｜瓦…（削 Is.111c酬 11.021c附 19.754(1白1) 126，蜘（附
（出所） Sensus Penduduk 1971 (S町iD, Penduduk Indonesia), Biro Pusat S匂tistik,Jakaはa,1975, p. 222. 

第10表 ジョクジャカルタ特別区4県の地目別土地面積（1976年〉（単位： 1α）（）ha，カッコ内%〉

7仁＼空Jパントウfレ県！スレマン県｜グ：予；ル県｜ クロ弘ゴ県
水 田 I 19.0(38) I 21 .4 (54) I 7 .2( 5) I n.5(22) 
畑 I 7.3(15) I 6.2(12) I 91.9（，町） I 10.4(19) 
宅地 I 19.1 (38) I 15. 7 (31) 25.0(18) I 28.6(54) 
その他 I 4.sc 9) I 1.sc 3) I 12.6( 9) I 2.5C 5) 

自 一一一一「一品：i~（lOO)l－瓦記瓦~c 136.7(100)1 136.7（附
（出所〉 ジョクジャカノレタ特別区農地局にて筆者取材のデータから算出。

計

65.1(22) 

115.8(40) 

88.4(30) 

21.4( 7) 

290.6(100) 



経済の実態にどこまで適切な説明を与えるであろ

うか。すでにわれわれは，農村における製造工業

の存在がこの地域の農村経済にかなり大きな地位

を占めていることをマクロ統計によって確認し

た。では，農業自体の内部では実態はどうであろ

うか。

まず，土地利用の様式から見ていこう。第10表

は，ジョクジャカ／レタ特別区内農村部4県の土地

面積を，地目ごとに分類・集計したものである。

まず注目されるのは，宅地（pekarangan）の面積

比率の著しい高さである。これはもちろん，高い

人口密度の結果であろうが，同時にこの宅地部分

からの収益が農家の生計を支えるうえで無視しえ

ない役割を演じていることをも示唆している。

次に目につくのは，耕地面積計18万ヘクタールの

うち畑（tegal）が 11万5000ヘクタール（64%〕を

占めており，水田（sawah）はわずか6万5000ヘク

タール（36%）にすぎないという事実である。こ

の畑の大部分は丘陵地の多いグヌン・キドウ／レ県

に集中しており，他地域とくにパントウ1レ，スレ

マンの中央部2県では水田面積が畑のそれをはる

かにしのいでいる。それにしても，グヌン・キド

ウル県のような畑作優越地域が存在することは，

無制限に「クジャウェン」＝水田稲作優越地帯と

農業問題の中部ジャワ的構造

等置することが，過度の一般化の危険を含むこと

を示している。水田面積比の高い上記中央部2県

の場合，人口密度もきわだって高いことはすでに

確認ずみであり，とのこと自体はギアツのテーゼ

に整合的であるが，同時にこれらの地域では非農

業部門の農村経済に占めるウエイトも相当に高

く，したがって稲作だけが人口の収容に寄与して

いるわけではないことも，重ねて強調しておかれ

ねばなるまい。

次に，農業生産の中期的趨勢を， 1966～75年の

主要食糧作物収穫面積推移によって確認しておこ

う（第11表〉。水稲の収穫面積は， 1972～74年に著

しく増加した。水田面積の拡張があったとは考え

られないから惟2），これは主として，高収量品種

(HYV）の普及と，おそらくは種概の復旧改良によ

る二期作，三期作の拡大とにもとづくものと推測

される。これに対して，陸稲，とうもろとし，キャ

ッサパの三大畑地作物（いずれも自給的性絡が強

い）の収穫面積は，年々の変動が激しいが，なら

して見れば概して停滞的であった。他方注目され

るのは，商品性の高い二次作物である落花生と大

豆の収穫面積の拡大である。

第12表は，単位面積あたりの稲作収量の最近の

伸びを示したものである。ジョクジャカルタの数

第11表 ジョクジャカルタ特別区の主要食糧作物収穫面積推移（1966～75年〉（単位： 1側 ha)

年丁五五同〔gog~合五1 之！ tb三十パ（甘薯｜的宇」竺竺」合計
1鮪6 81 40 121 49 81 4 23 20 298 
1967 81 35 116 35 56 3 23 20 253 
1968 85 34 119 49 52 3 22 25 270 
1969 81 37 118 27 55 4 26 24 254 
1970 88 38 126 44 62 2 25 26 285 

1971 86 41 127 38 60 2 21 25 273 
1972 88 41 129 38 58 2 24 30 281 
1973 96 39 136 60 58 3 21 29 307 
1974 105 42 148 80 68 2 35 34 367 
1975 102 43 146 52 67 2 30 31 328 

（出所〉 1966～71: Statistik Indonesia 1970/71, Biro Pusat Statistik, Jakarta, 1972. 
1972～75: Statistik Indonesia 1976, Biro Pusat Statistik, Jakarta, HY/7. 
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S

値を全ジャワ平均と比較すると，二つの点が注目

される。第1は，水稲のヘクターノレあたり収量は

全ジャワ平均より高いのに，陸稲（gogo）のそれは

全ジャワ平均を下まわるというコントラストであ

る。このことは，パントウIレ，スレマン両県を中

心とする中央部一帯の水回農業の生産力が平均を

抜く水準を示しているのに対して，グヌン・キド

ウノレ県およびクロン・プロゴ県の一部からなる周

辺部の畑地農業の生産力は平均以下の低位にある

という，地域格差をあらわすものである。第2は，

ジョクジャカルタにおけるへクター／レあたり稲

作収量増加の割合（1972～75年に水稲16.Oo/o，陸稲

11.6%増〕が，全ジャワ平均（水稲6.9%，陸稲7.So/a 

増〉のそれを大幅に上回っている事実である。 こ

れは特に水稲の場合に顕著である。水稲生産は外

延的にも（収穫面積拡大〉，内包的にも（単位面積あ

たり収量拡大），かなり著しい拡大を記録したと言

える。

前記の主要食糧作物以外の農産物で，量的に見

でかなり重要な地位を占めるのは甘擦と煙草であ

ろう。だが，植民地時代の最盛期（1930年〉に収穫

面積l万7500ヘクタール，産糖高25万6000トンに

及んだ借3）ジョクジャカノレタの甘藤精業も近年

(1973年〉では収穫面積2却Oヘクタール，産糖高1

万8000トンを算えるにすぎず惟4），昔日の面影は

IO 

ない。煙草の栽培面積もスレマン県を中心に3900

ヘクターJレ弱（1973年）であり惟5），農業生産全体

に占めるウエイトは軽微である。

結局，前節で確認した農業成長の要因としては，

上記の水田稲作の発展が主なものであったと評価

することができる。

OU〕 「グジャウェン」を，文化生態学的観点か

らジャワ稲作農村の地滅的類型区分のカテゴリーとし

て摘出したのは， C・ギアツである。 Geertz,oρ. cit., 

pp. 28-38.また，ギアツ説の要約， 「クジャウェンJ

(Kejawen）の本来の語義，ギアツの用語法の問題点に

ついては，加納「ジャワ農村経済史……J9～10ベー

ジを参照。

（注2) 1963-73年には，ジョ 9ジャカルタ特別区

の農業用地全体は年平均0.31o/oの比率で，また水田面

積は1.44%の比率で縮小した。Hill,Hal & Mubyarto, 

“Economic Change in Y ogakarta 197~ 76，＇’ Bulletin 

of Ind，側 esianEconomic Studies, Voll. XIV, No. 1, 
Mar. 1978, p. 42. 

（注3) Ii珂dt・schVerslag 1931: Statistisch jaar-

overzicht van Ned. Indie over het jaar 1930. Het 

Centraal Kantoor voor de Statistiek van het Dep. 

van Landbouw, Nijverheid en Handel, Batavia, 

1931, p. 267. 

（注4〕 SensusPertanian, Perkebunan: Jilid 

III, Biro Pusat Statistik, Jakarta, 1976, p. 247. 

（注5〕 SensusPertanian 1973: Jumlah dan 

Luas Tanaman menurut Jenis Tanaman untuk 

Daerah Jawa, Biro Pusat Statistik, Jakarta, 1976, 

p. 106, 

E 土地所有の構造

l. 所有形態別分類

ジョクジャカルタ特別区農地局作成の1976年度

土地目録表（Daftar inventarisasi 也.nah）によれ

ば，同特別区農村部4県の土地は，①住民私有地

(tanah milik rakyat），②村財政田仲間h kas 

d四），③職問（tanahlungguh），④思給岡（tanah

pengarem -arem), ⑤地方政府所有地何回h



pemerintah daerah）のヨ王つに分類されている。

このうち②，③，④はいずれも，行政村（ke・

lurahan）の所有する村有地（tanahde叫に属す。

村財政固とは，名の示すとうり，村落財政の基金

として行政村に所有されている土地で，耕地（水

田および畑）と若干の宅地とから成り，その収益

は村の歳入に組み入れられる。職田Eは在職中の

村役人（pamongdesa）に対して，個別に俸給として

支給される土地で，通常は耕地のみから成る。恩給

固とは，かつて地方政府官吏であった者に対して

退役後死亡するまで支給される土地であり，耕地

のみから成る。旧ジョクジャカルタ王侯領に固有

の制度であったが， 1949年の行政改革以後地方政

府官吏の恩給は他地域と同様に現金給付に改めら

れたため，以後新規の支給はおこなわれていない。

住民私有地は，大半が個人名義の所有地であり，

農業問題の中部ジャワ的構造

1960年に中央政府によって制定された農地基本法

(Undang-Undang Pokok Agraria）および同法施行

細則に特別の定めがないかぎり，処分の自由に法

的制約を受けない。かつて植民地時代に土地の相

続・移動に関してきびしい制限を課してきた「ク

リ・クンチュン」（kulikenceng）制は， 60年農地

基本法によって撤廃され，今日のジョクジャカノレ

タでは機能していない。

地方政府所有地の多くは，森林，荒蕪地，旧ヱ

ステート施設用地（現存の砂糖工場用地を含む〉か

ら成り，耕地はごくわずかしか含まれていない。

さて，第13表は，上記カテゴリー別に， 4県内

の全ての土地を分類し，その面積百分比を算出し

たものである。全体として住民私有地の比率が8

割を越えるものの，パントウル，スレマンの中央

部2県では，村有地比率が10%を越える高率を示

第13表土地所有形態別面積比率（1)

（全ての土地について，ジョクジャカルタ特別区4県， 1976年〉 （%〉

所有形態 ｜パントウル県 iスレマン県 lグヌンれゥル県｜クロン・プロゴ県｜ 4 県全体
詩民私有地｜ 79.7 I 82.6 I 勺｜ 的 1 I ss.o 
有地｜ 11.1 I 14.4 I 8・8 6.5 I 9.9 

議財政部 l ~f gj I ~f ~j I 日リ 8：号！ なg
（恩給回）｜ co.s) I <1.0) I co.6) I co.5) I <o. 1) 
地方政府所有地 I 8.6 I s.o I 9・2 I 4.4 I 1.1 

計 I 100 ［~1町一一一woi- 100 1 100 

（出所〉 ジョクジャカルタ特別区農地局にて宣齢者取材のデータから算出。

第14表土地所有形態別面積比率（2)

（水田のみについて，ジョクジャカルタ特別区4県， 1976年〉 （%〉

所有形態 戸石ゥル県いえレマン県下戸支ン山崎｜クロン・プロゴ判

長民警有量 I rnj I ~t~ I ~t~ I I 

！日JI/il I \{~ I llil I l+il I l{!l I 
－~「·－－－~T 100 I 一元丁・－---;:ool 100 I 
出所〉 ジョクジャカJレタ特別区農地局にて録者取材のデータから算出。

4 県全体

79.6 
20.1 
( 5.2) 
(13.2) 
( 1. 7) 
0.3 

100 
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していることに注目したい。統計的比較のための

十分な客観データが得られないが，一般に中部ジ

ヤワ，とくにジョクジャカyレタ，スラカyレタの旧

王侯領地域では，ジャワの他地域に比ぺて村有地，

とりわけ職閏の比率が非常に高いと言われてい

る。このことは，もっとも生産力の高い耕地であ

る水田にかぎって村有地比率を算出してみるとい

っそうはっきりする（第14表〉。この場合には，村

有地全体の面積比はいずれの県においても15～20

%前後の高率に遣し，うち職回だけでも優に10%

を越えている。

このことは，との地域の農村における村役人層

の職田保有の，経済的社会的意義が相当に高いこ

とを予想させる。耕地の所有経営における規模格

差，階層分化を論じる場合にも，通常の私有地だ

けではなく，職同等をも含めた集計と分析が要求

されるのである。

2. 経営規模別階層分布と地域慧

インドネシアの各地方（1級行政区レベル〉ごと

の，農家の耕地経営規模別階層分布に関するデー

タは， 1973年の農業センサスによって与えられて

U、る（注1)。

この統計は，水田0.05ヘクタール以上，または

畑地0.1ヘクタール以上，または水田および畑地を

計0.075ヘクタール以上「支配jし，かっその一

部なりとも経営のリスクを負っている世帯（rum油

tangga / household）を「農業経営」（usaha戸r刷 ian/

farm）と見なし惟2），その「支配地J（水田と畑地

の双方〕の規模に応じて，各地方の「農業経営J

数を算出したものである。

ここで「支配地J（加tahy叩 gdikuasai / land 

controlled）というのは，自家所有地から他者への

貸付地を減じ，他者からの借入地を加えたもので

ある。この場合，前節で触れた職岡も，借入地と

I2 

して（転貸している場合には貸付地としても）計上され

ている。 「支配地J規模が水田0.05ヘクタール相

当以下の零細農家および土地なし世帯が統計から

排除されていること，また所有名義を巧妙に分散

させて 1世帯あたりの耕地所有規模を過小にとり

つくろっている上層農が現実にはかなり多く存在

すると想定されること惜別などを考え合わせる

と，この73年農業センサスの数値が，農村におけ

る土地保有の階層分化をどこまで正確に反映して

いるかは，相当に問題が含まれていそうである。

しかし，実際問題としてこれ以外に全国レベルで

むらなく，土地保有に関するデータを集めた資料

はないし，統計的大数法則の作用を考慮すれば，

各地方における階層分化の程度を比較する材料と

してはいちおう使用に耐える，と判断してよかろ

う。

「支配（地〕」および「農業経営Jという言葉は

日本語としてはなじみにくいし，また誤解を招き

やすいから，以下本稿では「経営（地）J，「農家j

と呼びかえることにする。

第15表は，このセンサス・データによってジョ

クジャカルタ特別区の耕地経営規模別農家階層分

布を見たものである。比較のため，同時に第16表

に，西ジャワ，中ジャワ，東ジャワ三州における

農家数，経営面積の階層別百分比および平均経営

規模を掲げる。いずれの地域においても経営規模

0.50ヘクタール以下の零細農家が全農家の過半数

を占めており，平均経営規模はきわめて小さい。

ちなみに同じ資料によって全インドネシアの平均

経営規模を見ると0.99ヘクタールであるから，こ

の経営の零細性は，ジャワの農民農業全体に共通

の一般的特徴であると言えよう。

次に，各地域における階層分布の状態を，より

直接的に比較するために，全農家を経営規模順に
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第16表 ジャワ 3州における経営規模別農家階層分布（1973年〉

1 農 家 数 （%）ーア経子五一言らも） ｜ 平均経営規模（加）

同ジャワ I9"~ ＂＂ワ 1 東ジャワ－；；干訂石~辰二百ジャワ｜中、フ石市長一

,i Plt!11 ~ijJ :(f I 1~1(!11-
100 [ _ ＿：竺」二丞I ·-~ I __ rno「寸叫0州・－（）；ゐ寸 0.66-

第15表に同じ。

経営規模
(ha) 

0.20未満
0.20～0.50 
0.50～1.00 
1.00～2.00 
2.00～5.00 
5.00以上

計

〈出所〕

第17署長地域｝JI］，階層別経営面積比

地域｜西ジャワ｜中ジャワ I~3 クジャカルタ｜東ジャワ
階層 ｜経営面積比｜同累計一両面瓦司；隔副両d幅制両両
最下位 25 % I .os11 y, = .0511 ．伺41 y，＝.間引 .0611 y，＝.伺H ．田81 y，＝.田8
中の下 25 % I .1141 Y2 = .165¥ .1251 Y2 = .1891 .1191 Y2 = .1801 .1221 Yz = .180 

中の上 25 % 1 .21 ,1 y3= .3751 .22訓 y.=.41剖 .2171 y戸.3971 . 223J Ys = . 403 

最上位お%L .62司 1・叫 －叫 1・叫 • 603f 1. 0001 ・回11 1.側
（出所） 第15表に同じ。

四等分し，各グループの経営面積およびその累計

の比率を算出すれば，第17表のごとくであるo

.t=+{z.s一句＋附ω ）の近似式により
集中度を計算すると，西ジャワ 0.247, 中ジャワ

0.227，ジョクジャカルタ 0.234，東ジャワ 0.232

という値が得られる （）.=0.5で不平等度最大， 0で

最小〕。分布のパターン，不平等度ともに地域問の

目立った差は見られない。しかし， l戸あたりの

平均経営面積はジョクジャカルタでやや小さく，

また経営規模2.00へクターfレ以上の最上層農家の

比率は，中部ジャワの場合（中ジャワ 4.3%，ジ司

クジャカルタ3.4%）よりも西，東部ジャワ（ともに

5.0%〕の方がやや高めである，という違いが指摘

されよう。

しかし，先にも述べたように，このセンサスの

データには，水田0.05ヘクタール相当以下の経営
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規模しかない極零細農家や土地なし世帯が含まれ

ていない。階層分布の状態を全体的に把握するた

めには，これらの層，つまり大半が農村最貧層か

ら成ると推定される非「農家」世帯を含めた統計

的データが提出されるべきであろう。

この農村非「農家J世帯の数を推計する方法は

ないであろうか。相当に荒っぽいやり方であるが，

次の方法がある。第1表にも示したように， 1971

年の人口センサスは，各州・I／特別区の総人口を都

市人口と農村人口とに分けて算出している。そこ

で，この71年農村人口の数字に，各地域の年平均

人口増加率を掛けて計算すれば1973年の農村人口

を推定できるし，こうして算出した73年農村人口

を各地域の平均家族数で割れば，閉じ年の各地域

農村世帯総数の近似値を得ることができる（第18

表）。次に，こうして得た各地域の農村世帯総数と

73年農業センサスで与えられている「農家j世帯

数とをつき合わせ，前者から後者を減じれば，各

地域の農村非「農家j世帯，つまり経営規模水田

0.05ヘクタール相当以下の極零細農家と経営地ゼ

ロの土地なし世帯の総数，およびその全農村世帯

数に対する百分比を算出しうるわけである。この

ような手続きによって推計した結果を第四表に示

した。非「農家j世帯比率の全ジャワ平均は37.4

%位4）という，非常な高率に達している。

農業センサスの集計対象からはずされている，

全農村世帯の3分の1を越えるこの最底辺層の存

在こそ，実は，ジャワにおける農業・農民問題の

第18表ジャワの農村世帯数推計（1973年〉

一一一一← ,-.-;f:同人「軒両天時五日軒並育部天5下平扇蹴ー農村証有数
地 域： 1971年 1971～76年， 1973年 I i例年 I 1973年

(1,000人） ! (%) (1,QOQ人l I I (1,000人）
I A山 I B山 C川 l D山 I E山

西ジャワ｜ 1s,9ss I 1. 7 I 19,029 I 4.5 I 4,229 

ジョクジャカルタ I 2,os2 I 1.1 I 2, 12沼｜ 4.9 I 434 

中ジャワ｜ 19,520 I 1.s I 20,110 I 4.s I 4,190 

東ジャワ｜ 21,s14 I 1.1 I 22,291 I 4.s I 4,9ss 

二~＝－－＝~－r·-· 62~~~4」三竺し仏112 I ----~~1T-＝！一一
（注・出所） (1) Sensus Penduduk 1971. (2）第2表。 (3IC==A×（l+B÷100)2. (4) Penduduk Jawa・
Madu叩： HasilRegistγ'l1si Penduduk Peγtengahan 1974, Biro Pusat Statistik, Jakarta, 1975. 

(51 E == C÷D 

第19表 ジャワの農村非「農家J世帯数推計（1973年〉

域 T－可燃｝r-rr雫関数 ｜非「顎対数｜非唱すi手証言事
i3~~｝f「一一;:§ I ;:ffi . I ~ I i；一
一計一｜ ~3,8ゐ－下－~ム｜ …;--~-~~ 

I也

（注・出所） 11) 第18表。
(2) Sensus Pertanian 1973: Pertanian, Jilid I. 
131 C = A -B (41 D = ( C÷A）×100 

I4 



もっとも深刻lかっ困難な性格を示すものと言わな

ければならない。だが同時に，ここでは，各地域

聞に見られる非「農家」世帯比率のかなり大きな

差違にも着目しておかねばなるまい。すなわち，

西ジャワにおけるそれは40%を越える最高率を示

し，東ジャワのそれも全ジャワ平均を上回るのに

対して，中ジャワのそれは若干，ジョクジャカル

タのそれはかなり大幅に平均を下回っている。こ

の事実と，西，東ジャワでは経営規模2.00ヘクタ

ール以上の上層農家の比率がやや高いという前記

の事実とをあわせ考えると，耕地経営規模をめぐ

る農村世帯の階層分化は，西部ジャワでもっとも，

ついで東部ジャワで激しいと想定してよいであろ

う。中部ジャワにおいてもこの意味での階屠分化

の事実は明瞭に認められるが，西部，東部に比べ

ればその程度はややゆるやかである。むしろここ

では，すでに示唆しまた後段さらに説明していく

ように，土地所有とは直接の結びつきのない非農

業部門における就業機会の広がりが，階層分化の

程度を規定する要因として，他地域よりも（とく

に東部ジャワとの対比で〉重みをもっているように

思われる。ジョクジャカJレタ特別区のケースはこ

のような傾向を，より典型的に代表すると言えよ

フ。

3. 階層分化の事例とその意味

ゾョクジャカノレタ特別区は，中心に交通・居住

の便のよい学術都市ジョクジャカノレタ市を擁する

こと，地方行政機構が比較的よく整っており統計

的資料が得やすいこと，非ジャワ人研究者にとっ

ても比較的習得の容易な標準ジャワ語使用地域に

属すること，などの理由のために，農村部におけ

る諸種の社会科学的実態調査がかなりひんぱんに

おこなわれている。にもかかわらず，管見のかぎ

り，土地の所有・経営の階層分布に関するデータ

農業問題の中部ジャワ的構造

を収集整理したインテンシブな一村調査は，これ

までのところ次の三つしかない。

第1は，デイピッド・ H・ペニーとマスリ・シ

ンガリンプンが，1969年にパントウル県イモギリ・

ジョクジャカルタ郡（Kee.Imogiri Y ogyakarta）スリ

ハノレジョ村（Kel.Sriharjo）ミリ区（PedukuhanMiri) 

でおこなった調査である。第2は，ベンジャミン－

N・F・ホワイト（およびアン・ストーラー〕が

1972-73年におこなったカリ・ロロ村（DesaKali 

Loro）の調査である。カリ・ロロ村というのは仮称

であり，報告書の記述内容から推してクロン・プ

ロゴ県カリパワン郡（Kee.Kalibawang）の某村の

ことと考えられる。そして第3は， 1977年に筆者

自身のおこなったパントウル県プンドン郡（Kee.

Pundong）スリハルドノ村（Kel.Srihardono）サワ

ハン区（Ped.Sawahan）の調査である。

それぞれの村の位置については，前掲第1図に

⑩，⑧，⑮の記号で記した。スリハ 1レゾョ村は

パントウル県でもオパック川の東側に位置し，グ

ヌン・キドウノレにつらなる丘陵地帯の末端に位置

するやや貧しい村の事例である。カリ・ロロ村は，

ケロン・プロゴ県北部の丘陵地帯に位置するきわ

めて貧しい村の事例と言えよう。これに対して，

スリハルドノ村は，オパック川をはさんでスリハ

ルジョ村の西方に対峠する，相対的にはやや豊か

な村の事例である。スレマン県，グヌン・キドゥ

ノレ県については，今のところ同様の調査事例を見

いだすことができない。

第20表は，以との三村における水田所有規模別

措層分布（職田を含む〕を示したものである。平均

所有規模は，スリハルジョ村0.22ヘクタール，ス

リノリレドノ村0.22ヘクタール，カリ・ロロ村0.21

ヘクターノレであり，ほぽ等しい。水田を所有しな

い世帯の比率は，スリハノレドノ村ではやや低いが，

Iラ



第20表 ジョクジャカルタ特別区三村の水問所有規模別階層分布

一一一有規模｜ 総令1~！／Vo) ｜ス初年ド位協デ） I 1972-lJ. ・r::478(%) 
日；三二〕二：ー~~仁二一一旦旦－L一一 37.2 

｜く0.05ho 12.s I I <0.05ho 2.5 I I 
0.1 M 未満はos-o.1ho17.1 I 29・9 Io.田～O.lha15.0 I l7.5 I 20.7 

U ~ o~~--=- 1 ~τ7.1 1 22・s I 司 19・7

I 0.2～0.4ho 11.0 I I .2～0.4ho 35.0 I I 0.2～0.5ho 13.8 I 
0.2 ho 以上 I o.4～O.Bho 3.7 I 16.5 I 0.4～l.Oho 12.5 I田.o I o.5～I.Oho 5.0 22.4 

I >O.Bho 1.8 I I >I.Oho 2.5 I I >I.Oho 3.6 I 

一－·~；~·－·· －－，一一一－~－；日丁一一一－－~oo I … 
（出所） Sriharjo: Penny, D. H.祖 dMasri Singarimbun, Population and Po11e伐yin Rural Java: Some 

Econo明 icArithmetic from Sriharjo, Cornell International Agricultural Development 
Mimeograph 41, Ithaca, New York, 1973, p. 10. 

Srihard佃 0：祭者自身の調査の集計値。
Kali Loro: White, Benjamin N. F., Production and Reproduction in a Javanese Village, Ph. 

D. dis閣 rtationto Dept. of Anthropology of Columbia University, The Agricultural 
Development Council, Bogor, 1976 (unpublished), p. 127. 

第21表 ジョクジャカルタ特別区三村の水田経営規模別階層分布
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（出所〕 第20表に同じ。

スリハ／レジョ村とカリ・ロロ村では全世帯の3分

のlを越えている。これに0.10ヘクターノレ以下の

極零細所有層を加えると，スリハルジョ村66.5%,

スリハルドノ村27.5%，カリ・ロロ村57.9%とな

る。いずれの場合にも，これら零細・無所有層の

非農業部門からの所得総額は後述の理由から低い

と見られるから，これらの数字は，ほぼそのまま，

各村における低所得最底辺層が全住民世帯のうち

I6 

23.8 

カリ・ロロ
1972-73年， N需 478(%)

20.7 

31.0 

22.。

100 

0.2～0.5ho 19.5 I 
0.5～I.Oho 5.0 I 26.4 
>I.Oho 1.9 I 

I 100 

に占める比率の高さを示していると考えてさしっ

かえない。

次に，経営規模別階層分布を見ょう（第21表〕。

「経営規模」の算出方法はいくつか考えられるが，

スリハ／レジョ村の場合には， 「経営地＝所有地＋

活借入地－Y2貸付地」という公式が，カリ・ロロ
村とスリハノレドノ村の場合には， 「経営地＝自作

地＋賃借地＋足分益小作地」という公式が採用さ



れている。いずれも，経営規模を，じっさいの収

益の大きさをよりよく反映するよう算定するため

に，加えられた工夫である惟5)0平均経営規模は，

スリハルジョ村0.22ヘクタール，スリハルドノ村

0.24へクタールであり，やはり大差ない（カリ・

ロロ村については記載なし）。分布のパターンを所有

規模の場合に比ベると，土地なし層の比率がスリ

ハlレジョ村では大幅に減り，カリ・ロロ村でもか

なり下がるのに対して，スリハノレドノ村では逆に

若干増え，結果的には，三村の聞の格差がかなり

縮まっている。算出方法が異なるため機械的な比

較はできないが，経営地なし， 0.05ヘクタール未

満， 0.05～0.1ヘクタールの各層の比率をそれぞ

れa,b, cと置き， aおよびa+b+cの加重

平均を三村につき，またa+bの加重平均をスリ

ハノレジョとスリハJレドノの二村について計算する

と，亙＝17.1%，反＋b + c =45.7%，ム＋b=
16.3%となる。この数値は，やはり計算基準は違

うが，前節で示した経営規模（所有地一貸付地＋借

入地） 0.05へクタール以下の「非農家世帯比率」

全ジョクジャカノレタ特別区平均20.7%という推計

第2図水田経営規模のローレンツ曲線

世 E一一一ス 1）ハルジョ村
（λキ0.25) 

続

悩

出

楠

累

計

比

。
~I: 1軒数累計比

農業問題の中部ジャワ的構造

値とも，十分に整合的であると言えよう。なお，

各階層ごとの経営面積計が明らかにされているス

リハルジョ村と筆者の調べたスリハyレドノ村につ

いて水田経営規模のローレンツ曲線を描けば，第

2図のごとくである。分布のパターンおよび集中

度（スリハルジョ村0.25，スリハルドノ村0.24）に目

立った差は見られない。

以上，三村の具体例によってみても，耕地の所

有と経営に関する農村世帯の階層分化は，きわめ

て尖鋭とは言えないまでも，かなりの程度に遣し

ていることが，ほぽ明らかであろう。そこで次に，

耕地経営規模の格差が，じっさいにどの程度世帯

聞の賓富の差を規定または反映しているのかを，

検討しておく必要があろう。これは，理論的には，

各世帯の年間所得を調べあげ，それと耕地経営規

模との相関係数を計算することによって判定可能

である。しかし，実際問題として，個々の世帯の

年間所得額を正確に算出することは，きわめて困

難である。なんらかの間接的指標に頼る他はない。

この点，ひとつの有効な方法を提起し，使用して

いるのはペニーおよびM・シンガリンプンによる

ミリ区の調査報告である。

彼らは，貧富の程度を示す「経済的福祉指数J

(index of economic welfare）を，聞きとりや視察

によって確認の容易な次の二つの指標を用いて計

算している。

第1は，その世帯が1年間に米の飯を食べるこ

とのできる月の数である（月数をそのまま点数とす

る。満点は12点〕。第2は，その世帯が居住する家

屋の種類である。このために，それぞれの家屋は

各部位に用いられる材料の種類と質に応じて， I 

からVまでの5等級に区分され，それぞれ， 12,

8, 4, 2, 1の点数を与えられる。ちなみに言え

ば，第I級の家屋とは，レンガ造りの壁とチーク

17 



の構造材などによって堅牢に作られ，屋根は上質

の瓦，床はセメントで，四つの寝室と使用人用の

間仕切りがあり，応接間の広さはおおよそ縦横各

9メートノレもあるような，広壮な家屋である。と

れに対して，第V級の家屋とは，竹の壁と柱によ

って建てられ，屋根は草ぷき，床は土間で，寝室

は二つ以下，応接間はかりにあるとしても一辺3

メートル以下といった，文字どおりの茅屋である

〈第I級家屋の建築費は，第V級家屋の少なくとも約20

倍〉。以上ふたつの指標の点数の和が， 「経済的福

第22表土地経営規模と経済的福祉の相関

（スリハノレジョ村116世帯， 1972～73年〉

土地経営 l経済的福祉指数12／経済的福祉
規模別階層 lを越える世帯（%）／指数平均値ω

I （最上位20%)I 92 I 11.2 
II I 48 I 11.5 

ill I 13 I 7.4 

IV I 21 I 8.0 

V（最下位20%) / 13 I 1.6 
;-1* ・・-・1・.···－~－；：；寸…
（出所） Penny, D. H. and M. Singarimbun, Popu-
lation and P仰 er（ヲ inRural Java: Some 

Economic Arithmetic from Sriharjo, Cornell 
International Agricultural Development Mirneo・ 

graph 41, Ithaca, New York, 1973, p. 16より

作成。

祉指数」であるが，この指数が12点を越える状態

を，彼らはその世帯の家計が経済的に「十分」

(cukupan）な状態と定義している位6〕。

第22表は，ミリ区のサンプノレ 116世帯について，

上述の定義による経済的福祉と耕地経営規模の関

係を示したものである。全体として，両者の聞の相

関関係は明らかである。ことに，耕地経営規模の大

きい上層ほどとの傾向ははっきりしており，最上

位20%の階層では，「十分」な状態にある世帯が，

全体の 9割を越えていることが注目される。士地

の広狭が経済的格差を規定する基本的な要因であ

ることが，この表からもうかがわれる借り。ただ，

表中EからVまでの中以下の層にかぎってみる

と，両者の相関関係はあいまいである。これは，

耕地経営規模の小さい層ほど，非農業所得のウエ

イトが高くなるためであろう。したがって，経済

的な階層分化の状態をトータルに把握するために

は，非農業部門の分析が必須の課題となろう。

この点，同じミリ区について興味裸いデータが

第23表に与えられている。これは， サンブ勺レ115

世帯を職業種類によって六つに分類し，それぞれ

について，土地経営規模左貧富の程度を見たもの

である。非農業的職業のうち従事世帯のもっとも
（注） 経済的福祉指数については本文を参照。

多いのは公務員等（インドネシア語版では pegawai

第23表 職業（本業）・土地経営規模・経済的福祉の相関〔スリハノレジョ村115世帯， 1972～73年〕

－~·lム帯数百分J~函連時 ri去航嬬｜時止鼎
（本業）！ I (ha) I C%t I -<~) 

公務員等（pegawai) J 15 I 0.56 I 53 I 88 
農業（petani) I 34 [ 0.23 I 45 I 52 
職人（tukang) f 6 [ 0.17 f 28 J 43 
商業（pedagang) J 8.4 I 0.14 I 25 f 25 
農業賃労働（buruhtani) J 35 : 0.12 f 12 f 5 
賃労働（buruh) / 3.4 : 。．回 l 0 i 0 

計 附 l一一ω ｜ so I 37 
（出所） Penny, D. H. & M. Singarirnbun, P.ゅulatonand Poverty in Rural Jaua: Some Economic 
Arithmetic from Sriha1プo,Cornell International Agricultural Development Mimeograph 41. Ithaca, 
New York, 1973, p. 17f. 

（注） 本合計値が100にならないが，原書のとおり記載。
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と表記）である。彼らの5割強は全世帯平均0.22

ヘクタールを上回る規模の土地を経営し，その平

均経営規模は全職業のなかでもっとも大きく， 9

割弱が経済的に「十分」な状態にある。これに対

して職人仕事（インドネシア語では tukangと表記入

商業等の従事者は土地経営規模が小さく，農業を

本業とする世帯に比べても相対的に貧しい（注8）。

このことは，閉じ非農業的職業でも，業種により

著しい所得格差があることを示している。公務員

等に従事するものは，すでに平均以上の土地をも

ちかなりの農業所得のある世帯か，そうでなくて

も，所得全体が他業種の従事よりも高い世帯から

成っていることが明らかである。

（注 1) Sensus Pertanian 1973, Pertanian: Jilid 

[, Biro Pusat Statistik, Jakarta, 1976. 

（注2) Ibid., pp. xiii, xxvi-xxvii. 

Cl主3) たとえば，加納『パグララン』 51～59へー

ジに示した，』北部ジャワでの実例を参照。

(tt 4) サヨグヨは， 1963年農業センサスのデータ

をもとに，同年のジャワの耕地経営規模0.1ヘクター

ル以上の『農家」総数を780万，それ以下の非「農家」

世帯数を400万と推計している。 Sajogyo，“KataPen-

gantar: Pertanian, Landasan Tolak bagi Pengemban-

gan Bangsa Indonesia，” in Involusi Pertanian : 
Proses Perubahan Ekologi di Indonesia, tr. by S. 

Supomo, Jakarta, Bhratara, 1976, p. xxiv.ザヨグヨ

のこの推計を受け符れれば，1963年の耕地経営規模0.1

ヘクタール以下層の全型軽村世帯に対する比率l土，400÷

(7加＋400)=34o/o，と算出される。同じ計算を1973

；μについておこなうと， 0.1ヘクタール以上層の総数

は825万世’／f,＇，それ以下の層は 556万世帯であり，後者

の冶．分ltは，日6÷ （825+556)=40o/o，となる。 1963

～73年の10年1.11に，段底辺閉の比率はか公り1許したと

いえるかも知れない。

(il:5) 分校小作地に対する係数を泌としたのは，

この地方の分誌小作の主な形態がmaro（小作取分泌〉

だからである。

(it 6) Penny, D. H.皿 d M. Singarimbun, 

Populatio11 and Poverり inRua[ Java: Some 

農業問題の中部ジャワ的構造

Economic Arithmetic f代開Sriharjo,Cornel Inter-
national Agricultural Development Mimeograph 

41, Ithaca, New York, 1973. また，同書について

は，次のインドネシア語版をも参照。 Pendudukdan 

Kemiskinan di Pedesaan Jawa: Kasus Sriha1jo, 

Bhratara, Jakarta, 1976. 

（注7) これは，ベニーとマスリ・シンガリンプン

のI強調する基本的論点、のひとつになっている。 Ibid.,

pp. 15, 19 et al.同様の印象は，筆者自身が東部ジャ

ワの村治でおこなった調査でも得られた。加納『パグ

ララン』 47,51～59, 74, 104-108, 190ベージ等。

（注8) 事情は，筆者の調べた東部ジャワの村落で

もほぼ同様である。力n納 向上書 153～162ページ。

ただし，この村の場合には，商業従事者のなかにも宮

情な世帯が含まれている。

（アジア経済研究所調査研究部〉
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